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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第99期
第３四半期
連結累計期間

第100期
第３四半期
連結累計期間

第99期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 39,868 25,436 52,587

経常利益 (百万円) 7,063 3,608 7,947

四半期(当期)純利益 (百万円) 4,344 2,234 4,913

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,461 1,725 3,814

純資産額 (百万円) 31,969 33,703 32,322

総資産額 (百万円) 46,527 43,404 45,538

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 63.10 32.45 71.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 68.7 77.6 71.0

　

回次
第99期
第３四半期
連結会計期間

第100期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.84 10.73

(注) １　売上高には、消費税及び地方消費税（以下、「消費税等」という）は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

４　第99期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間の当社グループ（当社及び連結子会社）における業績は、売上高が254億

３千６百万円（前第３四半期連結累計期間売上高398億６千８百万円）と前年同期に比べ144億３千２

百万円の減収となり、営業利益は35億８千２百万円（前第３四半期連結累計期間営業利益68億７千８百

万円）となりました。また、経常利益は36億８百万円（前第３四半期連結累計期間経常利益70億６千３

百万円）となり、四半期純利益は22億３千４百万円（前第３四半期連結累計期間四半期純利益43億４千

４百万円）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①鉄道車両関連事業

国内向車両の西日本旅客鉄道株式会社向287系特急型電車や225系近郊型電車等、海外向車両のダ

ラス高速運輸公社向低床式軽量電車やシアトル交通局向低床式軽量電車等により、売上高は248億

９千６百万円（前第３四半期連結累計期間売上高393億１千２百万円）となり、営業利益は40億２

千１百万円（前第３四半期連結累計期間営業利益73億９千６百万円）となりました。

②不動産賃貸事業

東大阪商業施設及び所沢商業施設を中心に売上高は５億４千万円（前第３四半期連結累計期間

売上高５億５千８百万円）となり、営業利益は４億４千５百万円（前第３四半期連結累計期間営業

利益４億５千２百万円）となりました。
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(2)財政状態の分析

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は434億４百万円（前連結会計年度末455億３千８百万円）

と21億３千３百万円の減少となりました。流動資産は主に売上債権や仕掛品の減少等により、311億８千

４百万円（前連結会計年度末327億２千６百万円）と15億４千１百万円の減少となりました。固定資産

は、122億２千万円（前連結会計年度末128億１千２百万円）と５億９千２百万円の減少となりました。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は97億１百万円（前連結会計年度末132億１千６百万円）と

35億１千５百万円の減少となりました。流動負債は主に未払費用の減少等により、70億２千９百万円

（前連結会計年度末105億９千９百万円）と35億６千９百万円の減少となりました。固定負債は26億７

千１百万円（前連結会計年度末26億１千６百万円）と５千４百万円の増加となりました。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は337億３百万円（前連結会計年度末323億２千２百万

円）と13億８千１百万円の増加となりました。その主な要因は四半期純利益の計上等によるものです。

　
(3)研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億７千８百万円であります。
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(4)生産、受注及び販売の実績

① 生産実績

当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

鉄道車両関連事業 17,439 63.0

合計 17,439 63.0

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

② 受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

鉄道車両関連事業 9,486 61.0 23,578 46.3

合計 9,486 61.0 23,578 46.3

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

③ 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメント毎に示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

鉄道車両関連事業 24,896 63.3

不動産賃貸事業 539 96.9

合計 25,436 63.8

(注) １　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

相手先 販売高(百万円)割合(％) 相手先 販売高(百万円)割合(％)

Dallas Area Rapid Transit
(ダラス高速運輸公社)

13,40333.6

西日本旅客鉄道株式会社 7,35428.9

三菱商事株式会社 3,24412.8

西日本旅客鉄道株式会社 10,35726.0
Dallas Area Rapid Transit
(ダラス高速運輸公社)

2,86411.3

The Central Puget Sound
Regional Transit Authority
（シアトル交通局）

4,17310.5
The Central Puget Sound
Regional Transit Authority
（シアトル交通局）

2,73910.8

　　 ３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 69,083,597同左

　東京証券取引所
　市場第１部
　大阪証券取引所
　市場第１部

単元株式数
1,000株

計 69,083,597同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年12月31日 ― 69,083,597― 5,252 ― 2,624

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成23年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 228,000

― 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式 68,549,00068,549 同上

単元未満株式 普通株式 306,597 ― ―

発行済株式総数 69,083,597― ―

総株主の議決権 ― 68,549 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式551株が含まれております。

　
② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
近畿車輛株式会社

東大阪市稲田上町２丁目
２番46号

228,000― 228,000 0.33

計 ― 228,000― 228,000 0.33

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株(議決権２個)あります。

なお、当該株式数は、上記「① 発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の普通株式に含めております。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。

EDINET提出書類

近畿車輛株式会社(E02138)

四半期報告書

 7/18



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,416 16,923

受取手形及び売掛金 7,579 ※１
 6,004

仕掛品 8,602 6,391

原材料及び貯蔵品 527 586

その他 1,641 1,307

貸倒引当金 △40 △29

流動資産合計 32,726 31,184

固定資産

有形固定資産 8,071 7,664

無形固定資産 145 111

投資その他の資産

投資有価証券 3,968 3,895

その他 686 605

貸倒引当金 △58 △56

投資その他の資産合計 4,595 4,444

固定資産合計 12,812 12,220

資産合計 45,538 43,404

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,136 3,593

未払法人税等 577 314

賞与引当金 294 403

製品保証引当金 837 607

受注損失引当金 371 －

その他 4,382 2,110

流動負債合計 10,599 7,029

固定負債

退職給付引当金 1,030 1,152

その他 1,586 1,518

固定負債合計 2,616 2,671

負債合計 13,216 9,701
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,252 5,252

資本剰余金 3,124 3,124

利益剰余金 25,776 27,666

自己株式 △94 △94

株主資本合計 34,059 35,949

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 222 197

繰延ヘッジ損益 － △1

為替換算調整勘定 △1,960 △2,441

その他の包括利益累計額合計 △1,737 △2,245

純資産合計 32,322 33,703

負債純資産合計 45,538 43,404
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 39,868 25,436

売上原価 29,893 19,135

売上総利益 9,975 6,300

販売費及び一般管理費 3,097 2,717

営業利益 6,878 3,582

営業外収益

受取利息 13 16

受取配当金 75 82

受取補償金 34 －

雑収入 94 45

営業外収益合計 219 144

営業外費用

支払利息 10 4

為替差損 2 86

雑支出 22 28

営業外費用合計 34 119

経常利益 7,063 3,608

特別利益

投資有価証券売却益 － 130

特別利益合計 － 130

税金等調整前四半期純利益 7,063 3,739

法人税、住民税及び事業税 2,622 891

法人税等調整額 96 613

法人税等合計 2,718 1,505

四半期純利益 4,344 2,234
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

四半期純利益 4,344 2,234

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △196 △24

繰延ヘッジ損益 36 △1

為替換算調整勘定 △723 △481

その他の包括利益合計 △883 △508

四半期包括利益 3,461 1,725

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,461 1,725
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【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形及び売掛金 － 4百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 844百万円 686百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)
　

１　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年５月11日
取締役会

普通株式 利益剰余金 344 5 平成22年３月31日 平成22年６月14日

平成22年11月10日
取締役会

普通株式 利益剰余金 206 3 平成22年９月30日 平成22年12月８日

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度の末日と比べて著しい変動がありません。

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　

１　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年５月11日
取締役会

普通株式 利益剰余金 344 5 平成23年３月31日 平成23年６月13日

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度の末日と比べて著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
(注)１
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２
(百万円)

鉄道車両
関連事業
(百万円)

不動産
賃貸事業
(百万円)

計
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 39,312 556 39,868 － 39,868

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 1 1 △1 －

計 39,312 558 39,870 △1 39,868

セグメント利益 7,396 452 7,848 △970 6,878

(注) １　セグメント利益の調整額△970百万円は、各報告セグメントに帰属していない全社費用△970百万円であり、

全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２　地域に関する情報

売上高

日本(百万円) 北米(百万円) アフリカ(百万円) アジア(百万円) 計(百万円)

17,014 19,250 1,436 2,167 39,868

(注) １　売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1) 北米…………アメリカ合衆国

　(2) アフリカ……エジプト・アラブ共和国

　(3) アジア………アラブ首長国連邦、中華人民共和国(香港)

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
(注)１
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２
(百万円)

鉄道車両
関連事業
(百万円)

不動産
賃貸事業
(百万円)

計
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 24,896 539 25,436 － 25,436

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 1 1 △1 －

計 24,896 540 25,437 △1 25,436

セグメント利益 4,021 445 4,467 △884 3,582

(注) １　セグメント利益の調整額△884百万円は、各報告セグメントに帰属していない全社費用△884百万円であり、

全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２　地域に関する情報

売上高

日本(百万円) 北米(百万円) アフリカ(百万円) アジア(百万円) 計(百万円)

14,772 7,331 2,853 479 25,436

(注) １　売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1) 北米…………アメリカ合衆国

　(2) アフリカ……エジプト・アラブ共和国

　(3) アジア………アラブ首長国連邦、中華人民共和国(香港)

　

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　
(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　
(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　
(１株当たり情報)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 63円10銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 
１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

四半期純利益金額 4,344百万円

普通株式に係る四半期純利益金額 4,344百万円

普通株主に帰属しない金額

　該当事項はありません。 　

普通株式の期中平均株式数 68,860,225株

１株当たり四半期純利益金額 32円45銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 
１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

四半期純利益金額 2,234百万円

普通株式に係る四半期純利益金額 2,234百万円

普通株主に帰属しない金額

　該当事項はありません。 　

普通株式の期中平均株式数 68,855,908株

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月13日

近畿車輛株式会社

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　池　　田　　芳　　則　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　浅　　野　　　　　豊　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている近畿
車輛株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、近畿車輛株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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